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朝
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り
時
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け
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む
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課
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新
聞
記
事
で
印
象
的
だ
っ
た
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と
を
紹
介
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ま
す
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旧
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時
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産
党
機
関
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ダ

（
ロ
シ
ア
語「
真
実
」と
言
う
意
味
）に
つ
い
て
、

こ
ん
な
ジ
ョ
ー
ク
が
あ
り
ま
し
た
。「
プ
ラ
ウ
ダ

に
書
い
て
あ
る
こ
と
で
、日
付
だ
け
が
本
当
だ
」

日
本
の
新
聞
の
信
頼
度
は
こ
こ
ま
で
下
がっ
て

い
ま
せ
ん
。で
も「
真
実
」が
書
い
て
あ
る
か
と

言
う
と
、考
え
て
し
ま
う
。…

井
上
ひ
さ
し

新
聞
の
意
義
は
、真
実
を
書
く
こ
と
だ
け
で

は
な
い
。戦
前
の
新
聞
が
不
利
な
戦
況
に
も

拘
わ
ら
ず
国
策
に
よ
っ
て
欺
瞞
に
満
ち
た

ニュ
ー
ス
を
国
民
に
提
供
し
た
。今
日
は
言
論

の
統
制
は
な
い
が
、事
実
の
表
現
や
色
彩
は

各
社
色
々
、永
年
同
じ
新
聞
を
愛
読
し
て
い

る
内
に
そ
の
色
に
知
ら
ず
し
ら
ず
染
色
さ
れ

て
い
る
事
も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。し
か
し
、年

の
初
め
は
テ
レ
ビ
番
組
や
広
告
で
賑
わ
い
分

厚
さ
ほ
ど
の
魅
力
は
な
く
、リ
サ
イ
ク
ル
に
回

さ
れ
る
。今
年
も
寝
正
月
、新
聞
は
じ
っ
く
り

目
を
通
し
た
い
も
の
で
あ
る
。
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。

　ま
た
、
確
認
の
た
め
お
電
話
す
る
こ
と
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あ
り
ま
す
の
で
、
連
絡
先
の
記
入
を
お
願
い

し
ま
す
。

立 神 峡 里 地 公 園 だ よ り立 神 峡 里 地 公 園 だ よ り

お問い合わせ・お申し込み先
立神峡公園管理組合　☎62－1543　tategamikyou@yahoo.co.jp （8：30～17：30火曜定休日）

活動報告
田んぼの学校　宮原小学校〈脱穀〉田んぼの学校　宮原小学校〈脱穀〉
　11月14日、宮原小学校による田んぼの学校「脱穀」を行いました。
　田んぼの学校では代かきから始まり、自分たちで田植え、稲刈りと米作りの一年を実体験として学んでもらいま
したが、いよいよ大詰めの脱穀となり、寒空の中しっかりと頑張ってくれました。「箸」を使った脱穀の方法や、教
科書にも載っている「千歯こき」を使用し、丁寧な作業を行っていただきました。
　今まで体を使う作業ばかりだったので、今回は手先のみの地味な作業のように思ったかもしれません。しかし、
収穫という意味で捉えた場合、絶対に雑な作業はできないことを伝え、脱穀を行ってもらいました。ブルーシート
の上での作業なので、落ちた米もきちんと残らずタライの中に集め、脱穀最後の唐箕（とうみ）では子どもたちは
興味津々で作業を見つめ、昔ながらの知恵を目の当たりにし、起こす風の力で実の重さを分けることに感動して
いるようでした。今まで行ってきた作業は、現在では全て機械が行っている事を説明し、今の時代の便利さと昔の
手作業だった時代の大変さを、しっかり理解してもらえたと思います。

▲割り箸を使って丁寧に ▲千歯こき、初めて使ったよ ▲とうみで、ごみを飛ばして

第13回里山フェスタ第13回里山フェスタ

▲チェーンソーアート ▲どんぐりクラフト ▲里山音楽会

　11月24日、立神峡公園で里山フェスタを開催しました。来場者は200人を超え、スタッフ・出展者合わせて60人
ほどの大きなイベントとなりました。今年はチェーンソーアートや、まきストーブ、ペレットストーブ、石屋さんの石
臼でひくコーヒー、発電自転車で綿菓子を作ろうなど、珍しい体験や出展などもありました。
　また、森の風車、ブーブー笛など自然物を利用したクラフトは開催時間の10時から終了の15時まで体験者が尽
きることはありませんでした。皆さん、制作したクラフトを持って他のブースを回ったり、おいしい猪汁を食べたり
と満足されていたようでした。
　ディスクゴルフ場では地元おやじバンドの人たちの演奏会で静かな里山に心地の良い音楽が流れていました。
出展者の人たちからも、非常に良かったというような感想を多々いただきました。出展者同士でもさまざまな交
流があったらしく、来園者も出展者も満足のいく里山フェスタを開催できたと思います。皆さま本当にありがとう
ございました。次回の里山フェスタも今回に負けないよう精一杯、努力したいと思います。

紅葉狩りと炊飯交流会紅葉狩りと炊飯交流会
　11月29日、日帰りバス旅行で熊本市内から約30人の若者たちが公園を訪れました。単なる紅葉見物で来園され
るお客さんは多いのですが、今回は仲間同士の交流を含めたバス旅行をしたいとの事で、公園スタッフと一緒にみ
んなでシチューやおにぎりを作って和気あいあいと食事をし、空いた時間で「みかん狩り」も楽しんで行かれまし
た。公園内の散策では絶壁前のカエデもちょうど見頃だったので、とても喜んで帰られました。


